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A study on social welfare and motherhood:

















Due to historical changes such as an aging population with a low birth rate and changes in the family structure,
increasing attention is being paid to childcare and nursing related to social welfare issues. In this situation, in which
the numbers of working women has increased with fundamental and functional changes in the family and mother-
hood, "occupational segregation by gender" is being reconsidered. The concept of "motherhood" which includes the
idea that mothers should raise their children has changed, and child-raising has become remarkably "socialized" and
"specialized". In Japan, motherhood has also changed remarkably from an idea-historical perspective. Now, we have
nursery staffs, care workers, social workers and clinical psychologists, and training of specialists in childcare and
child welfare, as well as social work education, have spread to higher education.
In this study, we discuss idea-historical changes in social welfare and child-raising among working women, focus-
ing on motherhood that is related to childcare. Our goal was to obtain ideological suggestions for related studies
that are still in their infancy.
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史としての現在」（The Past in the Present）（６）という
論文を執筆している。わが国の敗戦の瞬間、過去から
未来へと、これまでの状況が記憶として刻み込まれ





















































（６）Gluck, C. The Present in The Past, Gordon, A. ed., Postwar Japan As History, University of California Press, pp.64-95, 1993.
（７）Ibid., p.64.
（８）Ibid., p.65.
（９）先駆的にはアーレントなどにより論及されており、今日では社会福祉とも相関的に論じられる（cf. Arendt, H.The Human Condition,
University of Chicago Press, 1958. 塩野谷祐一・鈴村興太郎・後藤玲子編『福祉の公共哲学』東京大学出版会, 2004）。
（10）吉田久一『日本社会事業の歴史』勁草書房, p.4, 1994.
（11）The Center for Dewey Studies at Southern Illinois University（http://www.siu.edu/̃deweyctr/index.htm）






























































































































































（18）Anderson, B. Imagined Communities: Reflections on the Origin and Spread of Nationalism, Verso, 1983.














































































（21）米谷匡史「近代化 modernization」『岩波哲学・思想事典』岩波書店, p.369, 1998.
（22）花田達朗『公共圏という名の社会空間』木鐸社, p.27, 1996.















































































































































































































































（40）今日、日本の戦前期と戦後期の通史的に捉える意義が指摘されてきている（e.g. Gordon ed., op.cit.）。
千葉経済大学短期大学部研究紀要　第６号
－ 104 －

























































いうこと問い直し（What's Critical about Critical
Theory?）、これを福祉と女性（Women, Welfare, and



























































































（45）Carpenter, E.The Intermediate Sex: A Study of Some Transitional Types of Men and Women ,1908.
（http://www.fordham.edu/halsall/pwh/carpenter-is.html）
（46）関連する論考が提出されている（e.g. 大日向雅美「「母性／父性」から「育児性」へ」原ひろ子・館かおる編『母性から次世代育成力へ
―産み育てる社会のために』新曜社, pp.205-229, 1991）。
（47）Carpenter, op.cit.
千葉経済大学短期大学部研究紀要　第６号
－ 106 －
者野口幽香から『二葉の大黒柱』と言われた後継者徳
永恕」（48）は山川と同窓でもあり親しく、後の回想とし
て、徳永と二葉保育園に関して文章を残している。「半
世紀以上も前の細民の子ときたら今日では想像もつか
ないほどひどい」（49）状況におかれる中、徳永が、「在学
中から当時有名な細民街、四谷鮫が橋の二葉幼稚園に
献身」（50）していると指摘し、「卒業後しばらく二葉幼稚
園が私たちのクラブ」（51）であったと言葉を残している。
このような社会的精神的な思想の広がりを有しなが
ら、母性や子育ての思索を深化させる中において、「現
在の社会が子供を親の所有物としてのみ見て、社会全
体の後継者として考えず、したがって子供を養育する
義務を親に一任して、あえてそれを分担しようとしな
い」（52）と批評をおこない、「子供を養育し教育する任務
は親に一任されて、子供は社会から直接何らの保護を
も受けることができぬ」（53）と、働く女性に養育される
子どもが、死に至ることもある状況を憂い、当時の状
況を厳しく批判していたのである。これは、1926年の時
点の発言で、山川が「捨児」の文章の中で論じた、子
どもの尊厳を強く求める主張であった。
以上のように、働く女性と母性や子育ての思想史を
鳥瞰すると、それは広がりを見せ、複雑に思想が相関
し、多様性の中で系譜を形成して深みのあるものとな
っている。そして、今日の社会福祉から思想史を展望
しようとする時、政策的経済的なものが重要であるこ
とに加えて、welfareからwell-beingへの語が象徴するよ
うに、人間の深い生き方や尊厳性を問う、精神的心理
的な次元も含む包括的な思想が希求されている。例え
ば、わが国の母性の思想史的な起源の一つである母性
保護論争において、母親と子どもの生き方を深く真摯
に見つめる思想を改めて再考し、どうすれば母と子が
よりよい生（well-being）の方へ向えるのかという根本
的な問いかけから再解釈していく余地は、いまだに多
く残存していよう。
ここで求められるのは、かつて、吉田久一が社会福
祉史を思考する際に述べた、「相対的独自性」（54）の視点、
つまり、特定の考え方や方法に固執せず柔軟に異なる
思想を解釈する相対的な感性と、本論の主題に従えば、
子どもと母親の尊厳、人間のよりよい生を希求する独
自な視点を養っていくことだろう。
（48）二葉保育園「二葉保育園100年のあゆみ」（http://www.futaba-yuka.or.jp/main_site/history.html）
二葉保育園と徳永恕については、次のものがある（e.g. 上笙一郎・山崎朋子『光ほのかなれども－二葉保育園と徳永恕』社会思想社, 1995、
松本園子「野口幽香と二葉幼稚園(1)－先行研究の検討－」『淑徳短期大学研究紀要』第46号, pp.117-129, 2007）。
（49）山川菊栄『山川菊栄集９』岩波書店, p.131, 1982c.
（50）同上
（51）同上, p.133.
（52）山川（1982a）, 前掲書, p.168.
（53）同上
（54）吉田（1995）, 前掲書, p.13.
